
 

 

調印式の模様（於・駐日バングラデシュ人民共和国大使館／2025年1月29日） 

2025年 1月 31日 

 
バングラデシュ人民共和国・コックスバザール県における 

バングラデシュ漁業開発公社水揚場整備計画を受注 
 

日本国土開発株式会社（東京都港区、代表取締役社長：林伊佐雄）と株式会社鴻池組

（大阪府大阪市、代表取締役社長：渡津弘己）で構成する共同企業体（JV）は、バング

ラデシュ人民共和国漁業・畜産省 バングラデシュ漁業開発公社（BFDC）が発注する 

コックスバザール県におけるバングラデシュ漁業開発公社水揚場整備計画を受注

（19.51億円）しました。 

本工事は、日本政府とバングラデシュ人民共和国との間で締結された無償資金協力の

交換公文に基づき実施されるODA工事となります。 

本事業は、コックスバザール県のBFDC水産センターにおいて、水揚げ場等施設、関連

機材の整備を行うことにより、漁獲物の水揚効率の向上、衛生的な取扱いによる漁獲物

の品質向上を図り、もって同県の水産業従事者の生産性向上と流通水産物の損失減少、

ホストコミュニティの生計向上に寄与するものです。 

2025年1月29日には、バングラデシュ人民共和国より発注者であるBFDCのジャハン 

総裁、アラム所長をお招きし、JICAおよび設計監理者である水産エンジニアリング株式

会社の立会いの下、駐日バングラデシュ人民共和国大使館にて契約調印式が執り行われ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

●施設について 

護岸（約70ｍ）、浮桟橋2基（全長約26m×幅約4m）、連絡橋2基（全長約32m×幅約3m）、 
鮮魚荷捌所棟、トレーダー事務所棟、職員住宅（1 棟）、トイレ棟、ゲートポスト/電気室、 
料金収集所、ごみ置き場等（総延床面積約6,300㎡）、深井戸等 
 
●機材について 

鮮魚洗浄槽、洗浄・運搬バスケット、パレット、クーラーボックス等 
 

バングラデシュ漁業開発公社水揚場整備計画の完成予定図 

両画像とも右がBFDCのジャハン総裁、左が日本国土
開発・土木事業本部海外工事部長の吉永安宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆工事内容 

施設整備と機材調達を行います。主な概要は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

◆完成予定図 

 

この件に関するお問い合わせ先 

日本国土開発株式会社 サステナビリティ経営本部戦略部 電話: 050-1735-9468 


